
、

加地

駕

、一

口
誓
時
代
の
「
働
き
方
改
革
」

成
長
力
強
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

.

総
務
省
ヌ
高
力
調
査
」
に
ょ
る
と
、

実
は
正
社
員
の
平
均
就
業
時
間
は
働
き

護
革
関
連
法
が
施
打
さ
れ
る
か
な
り

企
業
に
関
し
て
は
、
昨
年
4
月

前
か
ら
減
少
雋
に
あ
る
。
政
府
が
過

労
死
の
防
止
対
策
な
ど
を
企
業
に
促
し

か
ら
残
業
時
間
に
は
罰
則
付
き

て
き
た
た
め
で
あ
る
。
玲
年
口
月
に
8

%
弱
だ
っ
た
男
性
の
長
時
閲
力
働
南

合
(
月
間
就
業
時
問
2
6
0
時
間
超
の

雇
用
南
△
巳
は
、
 
W
年
口
月
に
5
%

強
ま
で
低
下
し
た
。

背
景
に
は
、
一
展
用
姦
の
増
加
や
資

本
装
備
率
の
引
き
上
げ
に
加
え
、
業
務

分
担
の
見
直
し
が
広
く
行
わ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
図
1
は
玲
復
と
玲

飯
に
お
け
る
月
問
就
業
時
間
別
の
一
雇

用
者
数
の
変
術
を
雇
用
形
態
別
に
示

ー
ー

働
き
方
改
革
関
連
法
が
一
部
施
行
さ
れ
て
1
年
近
く
が
経
過
し
た
。
企
神
田
慶
司

業
は
待
っ
た
な
し
の
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

(
大
和
総
研
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
)

事
業
活
動
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。
し
た
。
月
間
就
業
時
問
2
2
1
時
間
以
が
回
答
す
る
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

企
業
の
長
時
閲
力
働
是
正
の
取
り
組
み
上
の
正
規
が
減
少
す
る
一
方
、
同
1
4
 
の
就
業
時
問
の
需
胴
に
は
サ
ー
ビ
ス
残

は
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

1
S
1
8
0
時
問
の
正
規
と
同
1
0
0
 
業
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
が
縮
小
し
て

時
間
以
下
の
非
正
規
が
主
に
増
加
し
て
.
い
る
か
ら
だ
。
働
き
護
革
関
連
法
は

平
均
就
業
時
間
の
減
小
ノ
加
速
い
る
。
非
正
規
の
増
加
は
鴬
里
で
な
儲
時
間
の
客
観
的
な
穏
を
企
業
に

い
女
性
が
中
心
で
あ
り
、
松
で
は
高
義
務
付
け
て
い
る
た
め
、
企
業
に
サ
ー

曾
と
一
奉
層
で
増
加
が
見
ら
れ
た
。
ビ
ズ
残
業
の
削
減
を
促
し
た
と
考
え
ら

す
な
わ
ち
、
残
業
時
間
の
少
な
い
正
れ
る
。

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
が
長
時

ー
の
正
社
員
が
担
っ
て
い
た
業
務
労
働
力
人
口
の
減
少

の
一
部
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
結
果
と
し
て
正
社
員
の
平
均
就
業
△
後
も
働
き
護
革
が
諾
さ
れ
る

時
間
は
拐
年
度
で
月
1
8
4
時
間
と
、
中
で
、
企
業
に
は
一
層
の
工
夫
が
求
め

B
飯
か
ら
5
時
間
ほ
ど
減
少
し
た
。
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の

さ
ら
に
正
社
員
の
平
均
就
業
時
間
の
よ
う
に
雇
用
者
数
を
増
や
し
た
り
、

パ

減
小
ノ
ペ
ー
ス
に
注
目
す
る
と
、
働
き
方
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
活
用
し
た
り
す
る
こ

改
革
関
連
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
は
難
し
く
な
る
か
ら
だ
。

玲
年
4
月
ご
ろ
か
ら
加
速
し
て
い
る
。
女
性
や
高
齢
者
な
ど
の
街
参
加
の

年
休
取
得
率
が
上
昇
し
た
こ
と
に
加
進
展
に
ょ
り
、
労
働
力
人
口
は
生
産
年

え
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
が
齢
人
口
(
巧
S
融
歳
)
が
減
少
す
る
下

削
減
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
家
計
が
で
増
加
し
て
き
た
。
だ
が
、
即
徒
に

回
答
す
る
「
街
力
調
査
」
と
、
企
業
は
減
少
ト
レ
ン
ド
に
入
る
可
能
性
が
高

d
ノ
か

減
革
口
改
人
方

漣

の
上
限
規
制
が
設
け
ら
れ
、
年
5
日
の

篠
を
従
業
員
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
 
2
0
2
0
年

4
月
か
ら
は
、
残
業
の
上
限
規
制
が
中

小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
と
と
も
に

大
企
業
は
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間

の
否
理
な
待
遇
差
を
解
消
さ
せ
る
必

要
が
あ
る

働
き
護
革
関
連
法
は
、
企
業
に
と

つ
て
人
件
費
の
上
昇
要
因
と
な
る
。
労

働
集
約
的
な
業
種
や
企
業
で
は
、
特
に

い
。
街
政
策
研
究
・
研
1
が
W

年
3
月
に
公
表
し
た
ヌ
カ
働
力
需
給
の

推
計
」
の
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち

労
働
参
加
が
最
も
進
む
「
成
長
実
現

労
働
参
加
進
展
シ
ナ
リ
オ
」
が
5
年
前

倒
し
で
達
成
さ
れ
る
と
想
定
し
て
も

労
働
力
人
口
は
即
徒
半
ば
か
ら
減
少

し
て
い
く
と
試
算
さ
れ
る

加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
1
0
3
万
円

1
3
0
万
円
の
壁
が
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
ょ

る
処
遇
馨
も
あ
っ
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
就
業
調
整
を
促
す
だ
ろ
う
。
図
2

で
示
す
よ
、
つ
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は

時
給
が
上
昇
す
る
忌
商
時
問
を
減
少

か
ん
だ

け
い
じ

さ
せ
る
と
い
う
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
。
最
低
賃
金
は
W
倭
に
全
国
加
重

平
均
で
時
給
9
0
1
円
と
な
っ
た
が
、

安
倍
政
権
は
同
1
0
0
0
円
の
早
期
実

現
を
目
指
し
て
お
り
、
即
倭
以
降
も

積
極
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
み
ら
れ

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
が
い
る
妻
が
世

帯
の
手
取
号
侍
を
増
や
そ
う
と
働
く

坐
口
、
世
甲
王
の
配
偶
者
控
除
が
適
用

さ
れ
な
く
な
る
年
収
1
0
3
万
円
や
、

社
会
俊
君
担
が
発
生
す
る
1
0
6

万
円
や
1
3
0
万
円
を
意
識
し
て
労
働

時
間
を
抑
え
る
。
総
務
省
の
調
査
に
ょ

る
と
、
就
業
調
整
を
行
っ
て
い
る
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
は
Π
年
W
月
で
4
9
6
万

人
存
在
し
、
そ
の
多
く
は
女
性
配
僻

だ
。
税
制
上
は
年
収
が
1
0
3
万
円
を

超
え
て
も
世
帯
の
手
取
り
噺
侍
が
減
少

し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、

世
帯
主
が
勤
め
る
企
業
に
お
い
て
、
ー

0
3
万
円
な
ど
を
基
準
に
家
族
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が
実

質
的
な
「
壁
」
を
形
成
し
て
い
る
。

1
0
6
万
円
や
1
3
0
万
円
の
「
壁
」

は
当
面
は
残
る
。
玲
年
口
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
全
世
代
型
社
会
鴛
討

会
議
の
中
間
報
告
で
は
、
企
業
規
模
要

件
を
段
階
的
に
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
へ
の
星
年

金
の
適
用
を
拡
大
さ
せ
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。
だ
が
、
月
収
や
儲

時
問
な
ど
の
要
件
は
維
持
さ
れ

る
。

2
8
0
時
間
以
上

2
2
1
S
2
4
0
時
間

2
0
1
S
2
2
0
時
問

1
8
1
S
2
0
0
時
問

1
6
1
S
1
8
0
時
問

1
4
1
S
1
6
0
時
問

1
2
1
S
1
4
0
時
問

間
超
の
残
業
に
対
す
る
劉
賃
金
率
の

猶
予
誓
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
生
産

性
の
肇
口
が
と
り
わ
け
必
要
だ
。

生
産
性
の
肇
口
は
働
き
護
革
に
か

か
わ
ら
ず
、
.
企
業
が
常
に
直
面
す
る
課

題
で
あ
る
。
そ
の
効
果
的
な
棗
は
業

種
や
企
業
規
模
人
事
制
度
な
ど
に
ょ

つ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
た
日
本
に
お
い
て
、
「
労

働
」
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は

ほ
ぼ
焚
だ
。

国
立
社
会
俊
・
人
口
問
題
研
究
所

の
出
生
中
位
死
亡
史
位
)
推
計
に
ょ

る
と
、
即
S
融
歳
人
口
は
備
年
ま
で
に

約
4
割
減
少
し
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
約
7
諄
低
下
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
こ
う
し
た
人
口
動
態
を
踏
ま
え
れ

ば
、
年
齢
や
性
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

か
か
わ
ら
ず
、
働
き
手
の
意
欲
や
能
力

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
働
き
護
革
は

待
っ
た
な
し
と
い
ぇ
る
。

玲
年
4
月
に
新
た
な
在
留
資
格
が
創

設
さ
れ
、
 
N
業
種
で
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
た
。
人
手
不
足

の
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

外
国
人
に
と
つ
て
魅
力
的
な
就
労
蛋

で
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
門
戸
を
広
げ
て

も
日
本
は
選
ば
れ
な
い
だ
ろ
う
。

働
き
護
革
は
人
口
減
少
時
代
の
日

本
の
成
長
力
を
強
化
で
き
る
か
。
<
後

の
企
業
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
る
。
国

0
0
0
0

0
8
6
4

1

創
S
1
0
0
時
問

引
S
印
時
間

U
S
釦
時
間

烈
S
如
時
問

1
S
即
時
間

0
時
間

0

事
業
の
縮
小
や
撤
退
も

こ
う
し
た
中
、
企
業
は
従
業
員

一
人
ひ
と
り
が
生
み
出
1
価

値
つ
ま
り
N
商
生
産
性
を
引
き

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
璽
の

縮
小
や
撤
退
を
<
僕
な
く
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
卯
年
4
月
に
残
業

の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
中
小

企
業
は
、
そ
の
1
年
後
に
同
一
労

働
同
一
賃
金
へ
の
対
応
が
義
存

け
ら
れ
、
器
年
4
打
に
は
月
釦
時

^14月施行働き方改革法
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図1 雇用者数の変化(20]3年度⇔2018年度)

女性・非正規
(世帯主の子等)

20

2020.3.3 週刊エコノミスト 38

-20

-40

-60

女性・aE正規,

(世帯主の配偶劃

'、

男性・非正規

(出所)総務省「労働力調査」より大和総研作成
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